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アメリカにおける家族再統合の取 り組み
原　田　綾　子
要 旨
　児童虐待への対応において、虐待する親か ら子 どもを一時的に分離 しなければならない場合
でも、分離後 に親への指導 ・支援 を行い、子 どもが安全 に帰宅できるようにすることが重要で
あるとの認識が日本でも広が りつつある。そこで本稿は、アメリカにおける家族再統合の取 り
組みに注 目し、そこから日本の制度構築の手がか りを得ることを課題 とする。 ミシガン州ワ
シュ トナウ郡において実施 した現地調査 をもとに、アメリカの再統合の基本政策と実務 を紹介
し、その意義 と問題点を検討する。
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1.は じ め に
　現在、児童虐待への対応 は、子 どもの安全確保か ら分離後の親子支援へ とその射程 を広 げよ
うとしている。2004年に 「児童虐待の防止等 に関す る法律」が改正 され、 「国及び地方公共団
体は、…児童虐待 を行った保護者 に対す る親子 の再統合 の促進への配慮その他の児童虐待 を受
けた児童が良好 な家庭的環境で生活するために必要な配慮 をした適切 な指導及び支援 を行 うた
め、関係省庁相互間その他 関係機関及び民 間団体の間の連携 の強化、民 間団体 の支援 その他児
童虐待の防止等のため に必要 な体制の整備 に努めなけれ ばな らない(第4条)」 とされた。実
務 において も、親子の再統合 を前提 とした子 どものケアや親へ の指導についての取 り組みが、
各地で行われるようになっている1)。
　 国連児童の権利条約前文は、「子 どもは、その人格の完全 なかつ調和の とれた発達のため、
家庭環境の下で幸福、愛情お よび理解 ある雰囲気の中で成長すべ きであ る」 とうたっている。
虐待によつて一時的 に親子が分離 された場合 でも、国や 自治体が親子 に対 して必要な援助 を行
い、可能な限 り子 どもが再び親による養育 を受 けられるようにす ることが、子 どもの権利の保
障にもつなが るといえる2)。
　 しか し、分離後の親子の援助 も再統合 も、 わが国において必ず しも適切 に行 われているとは
1)その取組については、児童虐待防止対策支援 ・治療研究会編 『子 ども ・家庭への支援 ・治療をするために
　　　 虐待を受けた子 どもとその家族に向き合 うあなたへ　 　』 日本児童福祉協会(2005)を参照。
2)吉田恒雄 「被虐待児の家庭引 き取 りに関する法的諸問題」許斐有他編 『子 どもの権利 と社会的子育て』信
　 山社(2002)123-136頁、123頁。
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いえない状況である。特に問題なのは、親の虐待 が改善 されない ままに子 どもが家に戻 され、
深刻 な虐待が再発 して しまうとい うケースが しば しば発生 しているとい うことである3)。
　親 に対す る指導や支援 を行い、子 どもの安全 を確認 した上で再統合が行われるようにするに
は、福祉 と法の両面か ら、分離後の親子支援 と再統合の仕組みを構築す ることが必要である。
そこで本稿 は、アメ リカの制度の仕組み とその実務 を検討 し、再統合のための制度構築の手が
か りを得 ることを課題 とす る。筆者 は、アメ リカの ミシガ ン州 ワシュ トナウ郡 において、2003
年か ら2004年にかけ、実務家へ のイ ンタビュー と法廷傍聴 を中心 とする児童保護手続の実態調
査 を行った。 この調査に基づ き、現地で再統合 の支援が どの ように行われているのか を紹介 し、
その意義を検討す ることに したい。
五.ミ シガン州の児童保護手続
(1)児童保護手続の概要
　 ミシガ ン州では、児童虐待へ の対応 は、州の児童福祉機関Family　Independence　Agency(以
下FIAとよぶ)の 各郡支部が行 っている。通報の調査 と子 どもの保護 を中心的活動 とす る保護
サー ビス(Protection　Service)部門と、親子の分離後の援助 を中心 的活動 とす るフォス ター ・
ケア(Foster　Care)部門が中心 となって虐待 ケースに対応 している。調査当時、 ワシュ トナウ
郡(人 口約32万人)で は、保護サービス部 門のワーカー(PSワーカー)が14人、フォスター ・
ケア部門のワーカー(FCワ ー カー)が11人、それぞれの部門にスーパーバイザー各1人 とい
う体制で、郡 内のすべ ての虐待事件 に対応 していた。
　 ワシュ トナウ郡では、虐待 の疑いがあるとしてPSワー カーが調査す る事件が年間約1200件、
その うちの約3∞件が 「虐待あ り」 と判定 されている4)。
　特 に深酷 な虐待の場合、緊急 の保護が必要 なときには、FIAは警察に協力要請 をし、子 ども
を緊急保護する。分離の必要がある場合で も、再被害の危機が差 し迫 つていない場合には、FIA
が裁判所 に申立 をして、一時保護の許可 を得 てか ら子 どもを保護す る。
　子 どもを分離する必要がないと判断 した場合 には、継続的にリスクのアセス メン トを行いな
が ら、家族維持の援助 を行 う。状況が悪化すれば子 どもの保護が必要になる場合 もある。
　一年 間で、FIAが裁判所 に親子分離 を申 し立てるケースは約120件である。　FIAから申立 を受
ける と、裁判所は親 に弁護士の代理 を受ける権利が あることを説明 し、資力がなければ公費で
弁護士 を選任す る。子 どもに対 しては、子 どもや保護者か ら申立が な くて も裁判所が弁護士 を
3)平 成16年中、全 国の警察 におい て検 挙 した児童虐待 死亡事 件(49件)の うち、 いった んは施 設入所等 の措
　 置 が講 じられ た ものの、措 置が解 除 された り一 時帰宅が 許 され たため に子 ど もが家 庭 に戻 り、事件が発生
　 した もの が6事 例 あ った。警察庁生 活安全 局少年 課 「被 害児童 が死 に至 った児童虐 待事件 に関す る調査結
　 果」(平 成17年6月)を 参照。http://www.npa。gojp/safetylife/syonen23/hl6gyaku.pdf
4)Family　ndependence　Agency　QA-231　Management　lnformation　Report,　Washtenaw,　p.1.
　 http://www.mfia.state.umi.us/MIRData/MIR_Single/Page　1/80.htm
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選任する。子 どもの弁護士 は正式 には 「訴訟のための後見人Guardian　ad　litem」といい、児童
保護手続の対象 となる子 どもの利益 を代弁 し、子 どもの利益が守 られるように法廷内外 で活動
す る。
　 児童保護事件の管轄 を有す る裁判所 は、 ワシュ トナウ郡裁判所 の少年部Juvenile　Divisionで
ある。少年部は、児童保護手続 と少年非行 を一専門に扱 う部門である。少年部には、児童保護を
担当する裁判官 と少年非行 を担 当する裁判官が お り、それぞれの裁判官 は1名 か ら数名の レ
フェリー(Referee)を任命 し、児童保護手続 の審理にあた らせ ている5)。
　 児童保護手続の概要 は以下の とお りである6)。
　 親子の分離の申立(Petition)があると、 レフェ リーは予備審問(Preliminary　hearing)を開
き、そこで分離の可否を決定する。その後、児童虐待の事実を正式に認定す るための公判(Trial)
が開かれる。 この公判で認定 された虐待事実 と、親子の援助 ニーズ をもとに、FIAのFCワー
カーがサー ビス ・プ ランを作成 し、裁判所 に提 出す る。 裁判所 は処 遇の審 問(Disposition
Hearing)を開き、親の弁護士、子 どもの弁護士に反対意見 を述べ る機会 を与え、必要であれ
ばプランを修正 して認可す る。
　認定 された虐待が、拷 問や、性交 を伴 う性 的虐待の ような特 に深刻 な ものである場合 には、
FIAは直ちに親権 の終了を申 し立 てなければならない。それ以外の場合 には、サー ビス ・プラ
ンに したがって、親 と子 どもに対する再統合の支援 が行 われる。91日お きに裁判所で再調査の
審問(Review　Hearing)が行われ、プラ ンの実施状況が審査 される。親が子 どもに安全 な環境
を与え られるようになったと裁判所が判断する と、親子 は再統合 され、最後 の審問で安全性が
確認 された後 にケースが終了す る。
　親子が再統合 されない ままに申立(Petition)から364日が経過す ると、裁判所は子 どもの永
続的な養育方法を決定するための審問(Permanency　Planning　Hearing)を開 き、親子 を再統合
できるか どうかを最後に もう一度審査す る。 そ してこの時点 で子 どもを親に返せない と裁判所
が判断 した場合 には、裁判所 は福祉機関に親権終了の申立をす るように命 じ、その申立 を受 け
て親権終了の審問(Termination　Hearing)が行われる。「再統合のための援助 を半年間以上受け
たにもかかわ らず、審問の時点 において も子 どもに安全な家庭環境 を与 えられず、近い将来 に
再統合で きる見込みがない」 ことが認定 されると、親権終 了が子 どもの最善の利益 に反す る特
別な理由が ない限 り、親権終了が命 じられる。 この命令 によって、その子 どもについての親権
が終了 されるだけでな く、法的 な親子関係 その ものが断絶 され る。すべての親権者の親権が終
5)レ フ ェリー には弁護士資格 が必要 であ るが 、それが満 た されて いる限 り、裁 判官が 自分で 選び、任 命す る
　 こ とがで きる。 ワシュ トナ ウ郡裁判所 の レフェ リー は、裁判 官 と同 じように法服 を まとい、裁判官席 に座
　 り、審理 を執 り行 う。虐待事 実の認 定や親権終 了の決 定 な どの特 に重 要 な法 的決定 以外 は、 レフェ リーが
　 独断 で即 時 に判 断で きるよ うになってい る。判 断の迅 速性 を確 保す るため であ る。
6)ミ シガ ン州 の児 童保護手 続 きについ ては、Donald　Duquette,　Michigan　Child　Welfare　Law'　Child　Protection,
　 Foster　Care,　Termination　ofParental　Rights,(2000)Michigan　Family　Independence　Ag ncy　Publication
　 No.374、原 田綾子 「ミシガ ン州 ワ シュ トナ ウ郡 にお ける児 童虐 待 ・ネグ レク トへ の対応 」 『法 律 時報 』
　 (2005)77巻3号72-76頁を参照 。
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了 された場合、その子 どものための養子縁組 の斡旋の手続が 開始する。
(2)「再統合」の位置づけ
　 ミシガ ン州 に限 らず 、アメリカの児童保護 システムは、「パーマ ネンシー ・プラ ンニ ング」
とい う考え方 に基づ いて構築 されている。パ ーマネ ンシー ・プランニ ングとは、子 どものフォ
ス ター ・ケア(里 親や施設による養育)を 避 け、あるいはで きる限 りそれを短期 間に とどめ、
子 どもが永続的に暮 らす ことがで きる家庭を確保す ることを目指す とい う考え方である7)。フォ
ス ター ・ケアに何年 ものあいだ留 め られ、先行 きのわか らない まま暮 らす子 どもたちの不安、
寂 しさ、それ によって生 じる心理 的被害の認識が福祉専門家や法学者の間で広が り、 こうした
問題 を避けるために、親か ら分離 された子 どもに安定 した永続的な家庭環境 を与 えるための計
画 を立 て、そ の実 施 を州 の責任 におい て行 う とい う方針 が打 ち出 されたの である。 連邦法
Adoption　Assistance　and　Child　Weifare　Act(AACWA)8)、　Adoption　andSafe　Families　Act(ASFA)9)
に より、連邦の児童福祉資金 を受 け取 るための条件 として、州は、親子の再統合のための努力
を行 うことを義務づけ られている。ただ し、特 に深刻な身体的虐待 や性的虐待の場合には、直
ちに親権 を終了 して他 の永続的養育の方法一 養子縁組か長期 フォス ター ・ケア　　 を採 るこ
ととされている。
　 また、 この再統合の努力 には、時間制限が設 け られてい る。子 どもの時間は、大人が感 じる
よ りもゆっ くりと流れているため、長期 にわたって不安定 な状態 におかれた子 どもは、非常に
大 きな精神的負担 を強い られることになる。そこでASFAは、過去22カ月中15ヶ月間子 どもが
フォス ター ・ケアに預け られているケース につ いては直 ちにパーマネ ンシー ・プラ ンニ ングの
審問 を開き、その時点で再統合がで きなければ再統合 のための援助 をうち切 り、養子縁組その
他の永続的養育 に向けた援助 を始めるよう、州 に要求 している。親は、 このガイ ドライ ンに基
づいて各州法で定め られた期 限内に、子 どもを取 り戻せ るように努力 をしなければな らないの
である。
　 この ようにアメリカでは、子 どもに永続的 な家庭 を保障す るという明確 な目標の もとに、州
は親子の再統合のための援助 を行 う責任 を負い、親 は早急 に子 どもに安全 な養育環境 を与 えら
れるように努力す ることが義務づ けられている。 そ して、州のサービス状況、親の改善状況、
子 どもの生活状況、親子 関係の変化 などについて裁判所 が定期的に審査 を行い、子 どもの安全
と福祉 が確保 されているか どうか をチェ ックする仕組みになっている。
　以下 では、 この法的枠組みの もとで再統合支援が実際 にどの ように行われているのか、 ワ
シュ トナウ郡での取 り組み を見てい くことにしたい。
7)桐 野 由 美 子 「日 本 に お け る パ ー マ ネ ン シ ー プ ラ ン ニ ン グ の 展 望 　 　 子 ど も の 権 利 条 約 の 観 点 か ら一 」 前
　 掲 許 斐 他 編(2002)103-122頁 、 特 に107　一　108頁を 参 照 。
8)Adoption　Assistance　and　Safe　Families　Act　of　1980,　Pub.　L　No.96-272,94　Stat.511(1980).
9)Adoption　and　Safe　Families　Act　of　l　997,　Pub.　L　No.105-89,111　Stat,　2155(1997),
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Ⅲ.分離後の親子の援助
1.サービス ・プランの作成 と裁判所の処遇命令
　 子 どもが親か ら分離 され ると、30日以内 に、FIAはサー ビス ・プランを作成 しなければな ら
ない。このプランを作成するのは、FIAのFCワーカーである。　FCワーカーは、子 どもが親か
ら分離 された時点で任命 され、その後の親子へ の援助 を開始する。
　 プランに必ず盛 り込 まなければならないのは、① 子 どもの委託先の タイプ(里 親か施設か)
とその理由、②親が子 どもと再統合 できる ようになるために努力すべ きこ と、③FIAが子 ども
を家に戻すために努力すべ きこと、④子 どもを家 に帰す ために子 ども、親、里親 に提供 される
サー ビスのスケ ジュール、⑤ 親子の定期的 な面会のスケジュールである。
　 サー ビス ・プラ ンを作 る際 には、FCワー カーは、親 と子 ども、家族の他のメ ンバー と面接
し、家族の歴史や現在の状況、彼 らが 自分たちの問題 をどの ように理解 しているかを聞 き、 ど
の ようなサー ビスが必要か、それ をどの ように確保す るか を考 える。
　 親子 に対す る直接の援助は、 コミュニテ ィの民 間福祉団体や独 立開業のセラピス ト、地域 の
学校 の教育プログラム担当者 などに外部委託(Contract-out)される仕組 みになっている。　FC
ワーカーは、サー ビス提供者 と連絡 を取 り合いなが ら実施の状況を確認 し、状況に応 じて新 た
なプラ ンを立てた り、その新 しいプランに沿 つてサー ビスを組み立 て直す。FCワ ーカーは、
サービスや指導 を行 う直接 の援助者ではな く、ケース ・マネー ジャーの役割 を担 うのである。
　FCワーカーが作成す るサー ビス ・プランは、「子 どもは引 き続 き里親のケアを受けること、
母親 は ドラッグ検査 を受けること、母親の心理鑑定 を行 うこと、母親がペ アレンティング ・ク
ラスを受講す ること、親子 に対 して個別 にカウンセ リングを行 うこと、監督つ きで親子 の面会
を行 うこと、母親はいかなる状況の変化 もワーカーに報告するこ と」 というように項 目化 され
ている。FCワ ーカーはこれを裁判所 に提 出す る。裁判所 はプランの内容 を検 討 し、それに納
得すればそのまま認定する。裁判所が、子 どもの安全確保のために必要 な命令 を行 うこともあ
る。例 えば、母親の交際相手の暴力が問題 となつているケースでは、その交際相手が子 どもに
接近す ることを禁止する命令を出す。命令へ の違反に対 しては、収監 ・罰金の罰則が設け られ
ている。
　では具体的に子 どもと親へ のケアが どの ように行 われているのか。順 に見 てい くことにした
い ○
2.分 離後の子 どものケア
(1)心理的問題への対応
　虐待 を受けた子 どもたちの多 くが、虐待 によつて トラウマ をうけ、精神的 に不安定な状態 に
なる。特 に身体的虐待や性的虐待 の場合 には、子 どもに トラウマが生 じやすい。そ してその ト
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ラウマは、 しばしば行動 となって表れ る。周 りにいる人に対 して攻撃的になった り、学校 でう
まく友達 と関われな くなる子 どもも多い という。
　 この ような子 どもたちには、専 門のセ ラピス トによるセラピーが行われる。箱庭を使 ったセ
ラピー、人形 を使 つたセ ラピーな ど、様 々な方法がある。 これ らの方法 によって症状が回復 し
てい くこ とも多 いが、激 しい暴力や、性 的虐待 といつた深刻 な虐待 を経験 した子 どもは、心の
傷 を回復す るまでにとて も時間がかかるそうである。
　 また、子 どもの治療 にあたっては、子 どもを養育 している人の協力が欠かせ ない。子 どもと
日常的に関わる人が、子 どもの行動の意味 を理解 し、適切 な関わ りをす ることが、子 どもの回
復 にとって非常 に大切 だか らであ る。 そこで、セラピス トたちは、養育者に対 して、子 どもの
問題に どう対処すればいいのか、 どういうことに気 を付 けてあげればいいのか を教 えることに
力 を入れている とい う。里親が子 どもを預かってい る場合 には、現在の養育者 として子 どもの
治療 に関わって もらうことになる。
　 また、虐待 を起 こした親 と子 どものファミリー ・セラピー も行われている。 ファミリー ・セ
ラピーでは、親子関係の中で何が問題が起 こ しているのかを理解 し、それに対す る対応方法 を
一緒 に考 えてい く。 セラピーの中で、親が 自分の過 ちを認めて子 どもに謝った り、「これか ら
は もうしない」 と約束するこ ともある。親子が再び暮 らせ るようになるために、新 しい家族の
ルールを考 えることもある。親子 のこれ までのあ り方 を見直 し、新 しい関係 を作 り上 げてい く
作業 を支えるために、 こうした ファミリー ・セ ラピーが用 い られている。
(2)発達障害の支援
　虐待やネグ レク トを受けた子 どもには、 しば しば発達の障害が生 じている。例えば、子 ども
が泣 きや まないので腹 を立て、激 しく揺すぶつた結果、子 どもの脳 に損傷が生 じたという、い
わゆる揺すぶ られっ子症候群Shaken　baby　syndromeのケース、母親が妊娠中 も飲酒 をやめ ら
れず 、生 まれて きた子 どもに胎児性 アルコール症候群Fetal　alcohol　syndromeが生 じたケース
な どであ る。 この ような子 どもたちには、それぞれの障害に合わせ た特別のケアが行われる。
3.親 の問題への対応
(1)親が抱 えている問題
　子 どもを虐待 して しまう親は、様 々な問題 を抱 えている。
　ワシュ トナ ウ郡で児童虐待の親の弁護 を15年以上行 っているベテラン弁護士 に聞 くところで
は、親たちが抱 えている問題で一番多いのは、アルコールや ドラッグの乱用だ とい う。親が ア
ルコールや ドラッグ中心の生活を送る ようになる と、子 どもの世話はそっちのけになる。その
うち子 どもが大 けが をして しまった り、発育不全 になって しまう。 また、 ドラ ッグの問題 を抱
える家庭 には様 々な大 人が出入 りすることも多 く、その中で子 どもが性的な虐待 を受けて しま
うという場合 もある。
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　 また、親に精神 的な問題があるケース も目立つ とい う。精神 的な不安定 さ、あるいは精神的
な疾患 により、親が子 どもに暴力 をふるつた り、養育を放棄 して しまうというケースである。
　そのほか、親に発達の遅滞が ある場合 もよくあ るとい う。特 に、知的な発達が十分でな く、
子 どもの養育 につ いて適切 な判断がで きない とい うケースが多い。例 えば、幼児 に ミルク しか
与 えなかった り、怪我を した ときにきちん と病院 に連れていかなか った りす る。悪気 はないの
だが、親 としての判断能力 に欠けるため、ネグ レク トが生 じて しまうのであ る。
　 さらに、これ らの親たちのほ とん どが貧困である。親の弁護士 は、ほとん どすべてのケース
が公費 による選任 になっている。彼 らには私選弁護人を雇える資力はないのである。
　 また、多 くの親が片親であ り、そ して母親である。父親は存在 して も、子 どもの養育 に全 く
関わっていない とい う場合が多い。母親 には3人 、4人 と子 どもがお り、その父親が全部違 う、
とい うケース もある。母親の男性関係の不安定 さや複雑 な親子 関係が、虐待や ネグレク トの背
景的な要因になっていることも多い とい う。
　親の弁護士は、子 どもを取 り戻すためにはこれ らの状況を改善 しなければな らない とい うこ
とを、 まず親に納得 させ るところか ら始めなければな らない。親があま りに非現実的 な現状認
識や将来への期待 を抱 いている場合 には、それが正 しくないことを説明 し、 どうした ら再統合
が認め られるのか を現実的に考 えさせ る。こうしたカウンセ リング的 な関わ りも、弁護士の仕
事の一つになっているようである。
　以下、親に対する援助サービスの主な もの を挙 げてみたい。
(2)アルコール ・ドラッグ乱用の治療
　 ワシュ トナウ郡には、アルコール ・ドラ ッグ乱用治療専 門の団体がい くつか存在する。その
中には、通所治療を行 うところ、入所治療 を行 うところなど、いろいろなものがある。FCワー
カーは、こうした団体に親 を紹介 し、治療 を受 けるように指導す る。裁判所の命令で、定期的
な尿検査 によって ドラッグを使 っていないかチェ ックを受 けることも義務付け られる。
　 しか し、中毒がか な り進んでいる場合 には、短期間の治療ではなかなか効果がない と、親の
弁護士 はい う。 ドラ ッグの問題があって も親子が再統合 され るの は、それほ ど中毒が深刻化 し
ていない場合である。特 に、親が 自分 の問題をなん とか しなければ という危機感 を抱 いていた
場合には、治療 をうけて回復 してい くことが多い。親 自身が 自分の問題 に気がついて、努力で
きるか どうかが重要だ とい う。
(3)カウンセリング
　親に対 して、セラピーや カウ ンセ リングが行われることも非常に多 い。筆者が見聞 したほ と
んどすべてのケースで実施 されていた。
　親に対す るカウ ンセ リングは、親の心の状態や社会関係、今直面 している問題 につ いての丁
寧な聞き取 りと、その問題についての話 し合いやア ドバ イス とい う形で進め られている。例 え
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ば、あ るセラピス トが対応 した母親 は、子 どもに対 して 日常的に暴力 をふ るっていた。話を聞
いてい くと、母親はい ろいろなことに怒 りを感 じやすい傾 向があることが分かった。その性格
か ら、子 どもに怒鳴 り散 らした り、時 に手 を挙げた りするのである。そこで、そ うな らないよ
うにするにはどうした らいいかを考 えてい く。怒 りの傾向を抑えてい くような治療 的な関わ り
が なされることもある し、 より実践的 に、 「怒 りの管理Anger　management」の技術が教 えられ
ることもある。例 えば、怒 りが こみ上げて きて もそれ を子 どもにぶつけるのではなく、 とにか
くその場 を離れて暫 く気持 ちを落ち着かせ る、 といった方法が教 えられている。
　親へ のカウンセ リングの中で、親の子 ども時代の トラウマが対処 されることもある。子 ども
を虐待す る親は、父母のアルコール中毒や虐待 な どの トラブルのある家庭で育 った人 もいる。
自分 自身が適切 な養育を受 けていないので、子 どもにも同 じようにつ らくあたって しまう、あ
るいは 「自分 も同 じようにされて、それでもなん とか生 きて きたのだか ら」 と、子 どもの痛み
を軽 く考 えて しまう人 もいる。親 自身の苦 しみを受け止めなが ら、子 どもとの関わ り方を考え
直 させ るとい うことも、 カウンセリングの課題 となる。
　 また、現在の社会関係、人間関係の問題が取 り上げ られ ることもある。例 えば母親が、交際
相手による子 どもへ の暴力 を容認 した り、 自分 もそれに加担 して しまうとい うようなケースの
場合、その背景 には、男性 との関係 の中でだけ 自己の価値 を見 出す という自尊心の低 さの問題
があることがある。 このような母親に対 しては、 カウンセ リングを通 じて、男性 に精神的に依
存せず に生 きてい くための 自信や 自立心 を向上 させてい くことが課題 になる。
(4)ペアレンティング ・クラス
　ペ アレンティング ・クラスでは、子育てに必要な様 々なスキル、家事や家計管理の知識が指
導 されている。筆者が見学 した クラスは、毎週水曜 日、1時30分か ら2時30分までの一時間の
クラスであった。 この クラス は、 ミシガ ン州立大学のエクステ ンシ ョン ・プログラムであ り、
誰で も無料で参加で きる。特 に虐待 をす る親のために設 けられた ものではないが、FCワーカー
は、 このクラスにい くように親に勧めるこ とも多 い とい う。筆者が見学 した ときには、参加者
は全部で7名 であったが、その うちの半数以上 は、FCワーカーか ら紹介 されて きた人であった。
　 この クラス は、民間の慈善団体の一室 を借 りて行われてい る。明 るく広い部屋の真ん中に、
ゆった りと、大 きな楕 円形の机がおかれている。そ こに講師 と参加者がめいめい好 きなところ
に座 る。黒板 を前 にした講義ではな く、 ゼ ミの ようなス タイルで、その 日の トピックについて、
講 師に よる説明 とデ ィス カ ッシ ョンが行 われ ている。 クラスで取 り上げ られる トピックは、
「自分 に自信 を持つ」 「ス トレスの管理」 「コミュニケーシ ョン」「しつけ」「お金の管理」「怒 り
を別の ものにか える方法」「就学前 の子 どもの育て方」 などである。
(5)親の生活援助
親の貧困問題への対策 として、社会保障サービス に親 をつなげる努力 も、ある程度 はなされ
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ている。
　特 に貧困な親 は、貧困家庭一時扶助TANF(Temporary　Assistance　for　Needy　Families)を受
給 できる場合 もある。 しか し所得条件が厳 しく、 ミシガ ン州の基準では、親一人、子 ども二人
の世帯では、年間所得が9288ドル以下でなければ受給 で きない。給付金 は家庭 の状況に より異
なるが、最高で も月に459ドルである(2003年当時)。受給の要件 として、職業訓練や就業が義
務づけ られている。TANFは、子 どもが フォスター ・ケアに委託 されていて も1年 以内に帰宅
の予定であればその子 どもも世帯人員 にカウン トして受給することができる。
　所得条件が比較的緩 いのは食料補助である。 フー ド ・スタンプ(食 料切符)が 支給 され、指
定の食料品店で食料 との引 き替 えがで きる。年間所得制限は約2万 ドル、三人世帯で一月 に最
大399ドル分のスタンプが支給 される。
　親の生活支援 のために、公営住宅の斡旋 も行われている。 しか し実際 には、斡旋可能 な住 宅
数が非常に少ないうえに、相 当多数の応募が あ り、なか なか順番が回って こないのが現状 だ と
いう。 ともあれ、待機 リス トに名前 を載せ ていれば、斡旋を受 けられることもある。
　親はこうしたサー ビスがある とい うことを知 らない、あるいは知 っていて も自分が利用で き
ると思 っていなか った、 とい うこともあ る。そこで、FCワ ーカーがそれぞれの援助 プログラ
ムを説明 し、その申請 を手伝 うのである。
4.サ ー ビスについての意見調整
　 以上見て きた ように、FCワ ーカー は、親 と子 どものためのサー ビス ・プランを作 り、その
コーデ ィネー トをし、モニ ターする。 ワーカー としては、 プランどお りに親が治療 ・援助 を受
け、改善 してい くことを期待するのだが、実際にはうま くいかないこともあ る。親がいつの間
にか ドラ ッグ治療 に行かな くなって しまった り、子 どもとの面会 を無断で休む、 とい うこ とが
しば しば起 こる。
　 こういうことが続 くと、 ワーカーも親 との関わ りにフラス トレー シ ョンを感 じるようにな り、
コミュニケーシ ョンが うまくいかな くなることもあ る。裁判所 で傍聴 してい ると、 ワーカー と
親の関係が明 らかに険悪なケースを時々みかけた。 ワーカー と親 は、両者が法廷 に入っても、
お互いに挨拶 もせず、相手に見向 きもしないのである。そ してそ うい うケースほど、「親は もっ
と努力 しなければな らない、親はこれ もで きていない、あれ もで きていない」 とワーカーが親
への不満 を陳述す ることが多いように見受け られた。
　親 とワーカーのコ ミュニケーシ ョンが うまくいかず、親のサービスの状況が悪 くなつてきた
ときには、 レフェ リーは調停 にケースを回し、そ こで意見調整 を して もらうようにしてい ると
いう。調停 とは、一切 の決定権限 を持 たない中立の第三者(調 停人)の もとで話 し合 いを行い、
合意を目指す、法廷外 の紛争解決の方法である。調停人の役割 は、参加者全員が合意 に達する
ように援助す るこ とであ り、そのための専 門的 な トレーニ ングを受けている。 ワシュ トナ ウ郡
には、Dispute　Resolution　Centerとい う州の資金で運営 される調停サービス機関があ り、 レフェ
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リーはここに調停 を依頼する。
　 調停人に よると、サー ビス ・プラ ンに関す る調停 には、親、親の弁護士、 ワーカー、子 ども
の弁護士、直接のサービス提供者、子 どもを預かってい る里親や親族な どが参加する。調停で
は、 まず、それぞれの参加者 に、現在の問題状況 をどの ように見ているのか を話 して もらう。
そ して参加者 は、なぜ親はプランの通 りに援助 を受 けられないのか、それを受 けるようにする
ためには どうすればいいのか を話 し合 う。
　 この ような話 し合いの中で、親が プランどお りに行動 で きない理由がわかつて くることが多
いそ うである。例 えば、親が子 どもとの面会 に行か ない ことが問題 になったケースで、その親
が面会に行 けなかったのは、お金 に困って車 を売 って しまったか らだ、 とい うことがわかつた。
バスや電車 などの公共交通機関があ ま り発達 していないワシュ トナウ郡では、車があることを
前提 として決め られていたスケジュールを車 なしにこなすのは非常に難 しい。 しか し親は、車
を失ったことをワー カーに言って しまうと再統合 に不利 になるか もしれないか ら黙 っていた、
とい うのであ る。親は、親権終了の申立 の権限を持つFCワ ー カーに対 して、緊張 した り、萎
縮 していることが多 い。 しか もFCワ ー カーはケース ・マ ネージャーであ るため、親に対 して
直接 の援助 をしない ということも、親 とワー カーの距離 を広げる要因になっている。 このよう
な要因が重 な り、FCワ ーカーの側 か らすれ ば当然連絡があ るはず だと思 うような状況であっ
て も、親 は連絡 を してこない、 とい うことになる らしい。
　 さらに驚 くこ とに、 自分のためのサービスのプランを全 く理解で きていない親 もいる という。
特に知的な発達の遅れのある親 には、繰 り返 し丁寧にプランを説明 しなければな らないのであ
るが、多忙 なためか、FCワ ー カーが説明 に十分な時 間をとれず、 プランが親 にしっか りと伝
わっていないことがある。調停 をして初めて、 こういう状 況が明 らか になることもある。
　 また、調停 に援助者や親族が参加す ることによって、親子 に関す る情報が集 まり、その後の
援助がスムーズ になることも多い という。例 えば、親 に発達障害があるケースで、親が、障害
者 の援助団体か ら自立生活 トレーニ ングの訪問援助 を受けていた。 しか し、そのような援助 を
受 けているとい うことを、FCワ ーカー は知 らなかった。そこで、 この援助者 に調停 に参加 し
て もらい、彼が どのように親 を援助 しているのか、それが他のサービス とどのような関係があ
るのか を説明 して もらつた。それ によ り、FCワ ーカーは よ りよ く親子 の状況 を理解 し、その
親子 にあつたサー ビス を考 えることがで きるようになった とい う。
　調停に よって新 しいプラ ンが合意 される割合は、80%にものぼるとい う。調停 を通 じて合意
されたプラ ンは、 関係者 に誤解 が生 じないように、詳細 に、丁寧 に作 られている。合意 された
プランは、 ほとん どの場合、法廷でそのまま承 認 される。調停 人や親の弁護士の話では、新 し
いプランの実施状況は、概 して とて も良いそ うである。
　 この ように、必要 に応 じてプラ ンの調整 を行いなが ら、親へ のサー ビスが提供 されている。
そ して、親 と子 ども双方の状 況を見なが ら、次 第に再統合の準備が進め られてい くことになる。
IVでは、再統合 にむけた援助について見 てい くこ とにしたい。
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Ⅳ.再 統合にむけた援助
1.親子の面会
　面会は、親子の状況 に合 わせて、段 階的に行われている。分離直後、親子 を直接 に会わせ る
ことに一定の リス クがある場合で も、 ソーシャルワー カーの監視 の もとで面会が実施 されるこ
とがほ とん どである。面会の援助 は、一緒 に暮 らせ ない親子の絆 を維持 し、円滑 な再統合 を実
現す るために欠かせ ないサー ビス として位置づけ られているのである。
　面会では、親が、 カウンセ リングやペ アレンテ ィング ・クラスで学んだことを実践で きてい
るか どうかがチ ェックされる。例 えば、親の子 どもとの関わ り方が暴力的であった場合、子 ど
もとの面会のなかでそ うした不適切な関わ りがな くなってきたかがチェ ックされる。 もし問題
があれば、監督 をしているワーカーが介入 して親 を指導 した り、親のセラピス トに連絡 を して、
面会での不適切 な行動 をお さえる方法 をセ ラピーで取 り上げて もらうように依頼す ることもあ
る。面会には、子 どもとの関わ り方の指導の場 としての側面があ るので、親は きちん と面会に
来 ることが求め られ る。子 どもとの面会 は、親 に保証 され る利益である と同時に、親に課 され
る義務で もあるのである。
　親子が分離 された当初 は、「一週 間に一時間、監督つ き」の面会であるこ とが多いが、親の
問題状況や親子 関係の改善に応 じて、面会方法が変 わってい く。子 どもの安全 に問題が ない と
FCワーカーが判断すれば、 しば らくワーカーが席 を外 して、親子だけで遊べ るようにす る。
親子 の状況が さらに良 くなる と、親子だけで外 に出て数時問いっしょに過ごす、 というように、
次第に自由な形態の面会方法が採 られ るようになってい く。
2.再統合 プロセスの開始
　親がプランに したが って援助 を受 け、 それ によって生活上の問題や子育 ての問題が改善 し、
面会 の状況 も良 くなって くると、FCワ ーカーは、 フォス ター ・ケ ア部門のスーパーバ イザー
とともに、具体的にいつ、 どの ように親子 を再統合するかを検討 し始める。
　FCワーカーが実際に再統合の援助 を開始す るには、裁判所の許可 を得 なければならない。
FCワーカーはこれまでの援助状況 を報告 し、再統合が可能だ と判断 した根拠 を法廷で説明する。
レフェリーによる と、再統合が可能か どうかの判断の材料 となるの は、第一に、 もともとの虐
待や ネグレク トの原 因となっていた親の問題が解決 されているか どうかであ る。 ドラッグが問
題だった場合、親はその治療 をきちん と受けたのか、その後 ドラ ッグは使 つていないか。 こう
した点 をまず確認 し、子 どもが帰宅 した場合 に安全性が確保 されるかを判断す る。
　そ して、次 に重要なのが面会である。親は面会に きちんと通 っているか、そこで子 どもと適
切 に関われるようになっているか。面会 を監督 しているワーカーの報告 を聞 き、面会が うまく
行われているかを確認す る。
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　 また、親子の間に しっか りとした絆があるか どうか も重要 だとい う。子 どもが親の ところに
帰 りたがつているか どうか。子 どもと直接 に関わっているワー カーや子 どもの弁護士、セラピ
ス トの意見 も考慮 して、判断する。子 どもの弁護十 による と、ほ とん どの子 どもが親の家 に帰
ることを望 むそ うである。
　以上のこ とを勘案 して、子 どもの安全性の面で問題がない と判 断すれば、再統合 に向けた援
助の開始が許可 される。
3.家 族再統合 プログラム
　 裁判所で再統合が許可 されて も、その場で親子が再統合 されて一緒 に帰ってい く、 というわ
けで はない。裁判所で許可 されるの は、「再統合 のための準備 を始 め、準備 が整 えば再統合を
実施す る」 とい うことだか らである。
　 再統合のための準備 とは、再統合 を予定 している親子のための特 別の援助 プログラム　　家
族再統合プログラムFamily　Reunification　Program　の ことである。 ミシガン州では、再統合
を予定 しているすべ ての親子 に対 して、 このプログラムが実施 されることになっている。
　 ワシュ トナウ郡では、あ る民 間福祉 団体が この プログラムを実施 している。直接支援 のワー
カー(再 統合 ワー カー)二 人、スーパーバ イザー一人の体 制である。担 当ケース数 は、 ワー
カー一人 につ き6件 まで とされている。 この程度のケース数な らあ まり忙 しくはな らず、それ
ぞれの家庭 に対 して丁寧 な関わ りが で きると、再統合 ワー カーはい う。
　 再統合プログラムでは、一家族に対 して4ヶ 月間の援助 が行われる。最初の一ヶ月間は、親
が子 どもを引 き取 るための準備 に当て られる。再統合 ワーカーが親の家に行 き、 きちんと電気
や水道が引かれているか、部屋 は清潔か といった設備面でのチ ェックを行 う。そ して、子 ども
をその家 に連れてい き、親子がそこで一緒 に時間を過 ごすのを見守 る。親が生活環境 の中でも
子 どもに対 して適切 に関われ るか どうかをチェック し、改善すべ き点があればア ドバ イスをす
る。例 えば、母親が一生懸命食事 を用意 したのに子 どもが食べ よう としない。母親 は思 わず
むかっとして大 きな声 をあげて しまう。そんな ときには、怒鳴 って も逆効果 なので、落ち着 い
てこうい うふ うに子 どもに説明 してあげた方がいいです よ、 とア ドバイスする。 また、 この時
点 で もまだ子 どもの世話 の仕方が しっか りと身についていない親 もいるので、状況に応 じて指
導 を行 う。例えば、親が濡れたおむつのまま赤ちゃんをしばら く放置 している。 このような場
合 には、ワー カーは、おむつ を定期的に取 り替えてあげないと赤 ちゃんは気持 ちが悪 いし不衛
生 だと説明 し、具体的にいつ、 どの くらいの頻度でおむつ をチェ ックすればいいのかを教 える。
短時間の面会で子 どもと関われて も、 日常的な世話が まだあ ま りで きない親 もいるので、この
段 階で しっか り指導するように している、 とのこ とである。
　 このような援助 ・指導 を行いなが ら、次第に親子の面会方法 を緩やか なものにしてい く。最
初は親の家での短時間の面会、その時間を徐 々に長 くしてゆ き、やがて宿泊に移る。その結果
をワーカーがチ ェ ック し、子 どもの状態 に問題が ない ことを確認 した上で、子 どもを親の家に
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戻す。
　再統合のプロセスは、子 どもにとって も大 きな変化であ り、様々な感情 的な問題が生 じて く
ることがある。例 えば、子 どもは、親の所 には帰 りたいが、今 まで一緒 にいた里親 と別れるの
もつ らく、忠誠葛藤のような状態になることがある。その ような場合 には、 この問題 に対処す
るために、再統合 ワーカーが よ く子 どもと話 をするようにした り、時 にはセラピーや カウンセ
リングも行 う。
　子 どもが親の家 に戻 ってか らも、最低 三ヶ月間は、再統合 ワーカーが定期的に家庭 を訪問 し、
親に何か問題が起 こっていないか、家 を きちん と維持で きているか どうか、子 どもの面倒 は
ちゃん とみ られているか、 とい うこ とを確認する。 も し対処すべ き問題があれば、その解決 を
手伝 う。例えば、子 どもが帰 って くるといろいろ とお金がかかって生活が苦 しくなった という
のな ら、 フー ド ・ス タンプの 申請を してす こしで も家計が楽 になるように助けた りする。
　再統合は、「家族が もとどお りの暮 らしをする」 ということではない と、再統合 ワー カーは
い う。子 どもに危機 をもた らした家庭 は、親は親 としての役割 を果た さず、子 どもの行動 はコ
ン トロールされず、家庭内では暴力が横行 している、 というように、大 きなゆがみ を持 ってい
る。親 と子 どもが再 び暮 らせ るようになるには、そ うしたゆがみ をな くさなければな らない。
親は親 としての役割 を果た し、子 どもは子 どもとして扱 われなければな らない。暴力は使わず
に、話 し合いで問題 を解決する、 とい うルール も必要 であ る。 これ まで とは違 った家族のあ り
方 を、メンバー全員が うけいれなければならない。 これは、親 にとって も子に とって も大 きな
チャレンジである。数 ヶ月間、親子の様子 を見守 りなが ら、彼 らが新 しい家族 関係にな じんで
いけるように援助す るのが、再統合 ワーカーの役割なのだ とい う。
　 また、再統合の後 に再 び問題が起 こ らない ようにす るためには、再統合プログラムが終了 し
た後 も受け続けることがで きる援助 に家族 をつ なげてお くことも必要 だとワーカーはいう。例
えば、親の精神 的安定性 を維持するために、無料あるいは安 い費用でカウンセ リングを行って
いる団体 を探 し、そ こでサー ビス を受 けられるように援助する。親に経済的なゆ と りが な く、
子 どもと遊ぶためのお金がないなら、地域 のボランテ ィア団体が行 っている無料の リクリエー
シ ョンプログラムをさが し、それに参加で きるようにす る。 コ ミュニティにあるさまざまな援
助 を受けるためには どのように した らいいのか を親 に教えることも、再統合 ワー カーの役割 だ
ということである。
　 このような援助 を受 けて、多 くの家族が再統合 され る。 しか し、再統合後の親子 関係が うま
くいかず、再 び子 どもに危険が生 じて しまうこ ともあ る。その場合は、再統合 ワー カーがFC
ワーカーに報告 し、親子 を再度分離 して もらわなければな らない。そ うい うケース も、残念 な
が ら時々あ るそうである。 この再統合 ワーカーがこれ まで対応 したケースは全 部で30件ほ どで
あるが、その うち4件 は、再統合 プログラム中に再度分離 されたそ うである。子 どもの安全の
ためには、再統合の最後の段階 まで、 ワーカーは気 を抜 くことができないのである。
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4.ケ ースの終了
　 再統合 ワー カーは、再統合後の親子 の状況 を逐次FCワ ー カーに報告す る。その報告 を聞 き、
子 どもの安全 に問題が ない とFCワ ーカーが判断す ると、再統合 プログラムを終了 し、次の再
調査の審問でその旨を裁判所 に報告す る。 レフェリーは この報告 を聞 き、子 どもの安全性 につ
いて、子 どもの弁護士 などの意見 も聞いた上で、児童保護手続の終了を決定す る。
　FCワー カーによると、親子が分離 されたケースの うち約60%は、再統合 によって手続が終
了す るとい う。 どの ような場合 に再統合 されやすいのか とい うと、 「親が協力的である場合」
だ という。 ドラ ッグであれ、子育てスキルの低 さであれ、怒 りの コン トロールであれ、 ともか
く親 自身が問題 を認めてそれを直そ うとい う気持ちになれば、援助 を して再統合が実現する可
能性が高い。逆 に、居所が分か らな くなって しまう親、法廷 にも現れ ない親、 自分の問題に対
処 しようとしない親は、再統合の見込みが低 い。
　 先述 した ように、 ミシガ ン州法 は、再統合 までの時 間を一年 に制 限 してい る。 レフェ リー
は、子 どもの分離 か ら一年の間に、子 どもを家 に戻せ るか どうか を判断 しなければな らない
ことになる。 レフェ リーに聞 くところでは、 しば しば、 このタイム リミッ トよ りも長 い時間
をかけて判 断 したいこ とがある とい う。例 えば、親 の ドラ ッグが問題 となっているケースで、
治療 を受 けて回復 している ように見 えて も、 しば らくす る と再 び ドラ ッグを使 って しまうと
い うケースが ある。再発 の可能性が ある以上、す ぐに子 どもを戻 さず に、 しば らく経過 を見
守 りたいのだが、現在 の制度 の枠組みで は難 しい とい う。
　実 際、再統合 されたケースで も、暫 くす る と虐待が再発 して しまうこともある。2003年の
デー タによると、 ワシュ トナ ウ郡で児童虐待 を理 由に親か ら分離 された子 どもの うち、分離が
初めてではない子 どもが25～30%をしめ る10)。もつとも、 レフェ リーによる と、彼が就任 して
か らの2年 間で、深刻 な身体的虐待やネグレク トが再発 したケースは一件 もなかったとの こと
である。再発 はあるに して も、深刻な虐待 リスクのある場合 には再統合は しない という方針が、
一応 は機能 しているようである。
　他方、厳格 な タイム リミッ トは、複雑で複合的 な問題や、長期にわたるアルコール ・ドラッ
グ乱用 など、解決に時 間のかか る問題 をかかえる家庭 にとっては非現実的であ るとい う問題 も
ある。親 と子 どもが抱 えている問題 の性 質や深酷 さ、親子関係の状況 などの個人的事情 に関わ
りな く、すべ てのケース に一・年 間というタイムリミッ トが課 されていることによって、各家庭
のニーズに適 した支援が阻害 されていると、親の弁護士は指摘する。多 くの問題 をかかえる人
ほ どた くさんのサービス をこなさな くてはな らず、生活へ の負担 が大 き くなる。 カウンセ リン
グ、ペ アレンテ ィング ・クラス、面会 を週 に一度ずつ こなすだけで も大変である上に、貧困か
ら抜 け出すための仕事探 しなども加 わ り、負担 に耐 えきれな くなって しまう親 もいるようであ
る。
10)Family　Independence　Agency　QA-231　Management　Information　Report,　Washtenaw,　p.2.
　 http://www.rnfia.state.umi.us/MIRD　ata/MIR_Single/Page2/80.htm
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V.ま と め
　 さいごに、本稿で紹介 した ミシガ ン州の再統合支援の法的 ・福祉 的仕組みを整理 し、その意
義 を確認 してお きたい。
　 まず、基本的なサービス供給の仕組み として、州が連邦政府の資金 を得 て再統合サ ービスの
プログラムを構築 し、維持 しているということが注 目され るll)。ワシュ トナ ウ郡で は、そ うし
た資金 を用いて、地域の民間団体 やセラピス トと契約 し、子 どもの治療、親 のカウンセ リング、
面会援助、在宅援助な どのサービスを提供 している。 さらに、親子 の再統合判断に直接 関わる
Family　Reunification　Programについては、州が担当 ワー カーを集めて トレーニ ングを行い、
サービスについて一定の クオ リテ ィが保 たれ るように配慮 している。州は、漠然 と再統合 の援
助 を義務付け られ るだけでな く、連邦政府 の資金 を用いて必要なサービスを整備 し、供給す る
責任 を負 っているのである。
　 といっても、現行のサー ビスがすべての家族のニーズ を満た しているわけではない。貧 困と
の関係が深いケースについては、親子の生活基盤 を再構築 し、維持す るための社会経済的な援
助が必要 になるが、そ うした援助は必ず しも行 き届 いていないのが現状であ る12)。ワシュ トナ
ウ郡では特に、現場 のワーカーたちがため息混 じりに嘆 くほど、安価 で安全 な公営住宅が不足
している。金銭給付やサービス給付 について も、一定の限度以上 の給料所得があるために児童
手当などの給付 を受 け取ることはできない、いわゆるワーキ ング ・プアの親たちは、置 き去 り
にされている状況である。虐待 を生み出 し、再統合 を困難 に している社会構 造上 の問題　　特
にアメリカにおけるシングルマザーや黒人家族 の経済状況の悪 さ　　 も視野 に入 れて親子の援
助を行 うためには、教育的 ・心理的支援 だけでな く、社会経済的な支援 に も、 もっと力 を入れ
る必要があるように思われるが、近年連邦政府 は家族福祉サー ビスの予算 を削減 し続けてお り、
必ず しも見通 しは明 るい とは言 えない。
　 このような限界 を抱 えつつ も、児童福祉機 関は、現在利用 で きるサービス ・プログラムを前
提 として、フォスター ・ケアに委託 された子 ども一人一人につ いてサービス ・プランを作成 し、
それについて司法の認可 を得 る とともに、3ヶ 月 ごとにそのプランの進捗状況 について司法審
査 を受 けることを義務づ けられている。司法 の審査が必要 とされ るのは、それによ り福祉機 関
が注意深 くケース ・プラ ンニ ングを行 い、子 どもの福祉 を促進す るような援助 を実施す るよう
11)93年のFamily　Preservation　and　Support　SerVice　Programは、 州 が 家 族 維 持 と 再 統 合 の プ ロ グ ラ ム を コ ミ ュ
　 ニ テ ィ の 福 祉 機 関 と 共 同 で 開 発 ・維 持 す る た め の 資 金 と し て 連 邦 政 府 が10億 ドル を 拠 出 す る こ と と し、97
　 年 のAdoption　And　Safe　Families　Actで も、 同 種 の 資 金 提 供 の 継 続 が 定 め ら れ た 。　Robert　F.　Kelly,"Family
　 Preservation　andReunification　Programs　in　Child　Protection　Cases:Effectiveness,　B t　Practices,　and
　 Implications　f r　Legal　Representation,　Judicial　Practice,　andPublic　Policy,"34　Family　La　w　Quarterly,(2000)
　 359-391,364.
12)連 邦 の 資 金 提 供 の 対 象 と な る サ ー ビ ス は 実 質 的 に カ ウ ン セ リ ン グ や 治 療 に 限 ら れ 、 金 銭 給 付 や 住 宅 供 給
　 な ど の 物 質 的 な 援 助 は 不 足 し て い る と指 摘 さ れ て い る 。Leroy　Pelton,``Welfare　Discrimination　and　Child
　 Welfare,"60　Oh　io　State　Lawlournal,(1999)1479-1492,1490.
76　 アメリカにおける家族再統合の取 り組み
になると考 え られているためである13)。また、州の児童福祉機関が再統合 の判断をする場合 に、
子 どもの安全が犠牲 にされていないか どうか を審査するの も、裁判所 の重要な役割 である。
　 他方、司法の関与 には、親 に対 して、子 どものためになすべ きことを明確 に し、問題の改善
を促す という役割 もある。児童福祉機関が作成す るサービス ・プランが裁判所で審査 され、承
認 されることに より、児童福祉機関 と親の問のイ ンフォーマルな約束 よ りもはるかに強い法的
拘束力を有す るもの になる。親には、プラ ンに従 って援助 を受 けることが義務づけ られ、 もし
プランに従わなければ再統合は認め られず、そのまま一定の時 間が経過すれば、子 どもとの親
子関係は断絶 され ることになる。 レフェ リー は、「法廷は、子 どもを取 り戻すための努力 を し
なければ子 どもは二度 と戻ってこない とい うこ とを親に理解 させ、援助 を受 けるように命令す
る場所 なのです」 とい う。 もし親が何 もしなければ近 い将来に親権終了 という結果が生 じるの
だとい うことを親 に認識 させ、子 どもを取 り戻すためにはとにか くプランに従わねばな らない
とい う気 にな らせ ることが司法の役割 だとい うのである。裁判所は、子 どもの利益の守 り手 と
して、親 に対 して、子 どもを取 り戻す ための努力 をす るように命 じ、その履行を監視す るので
あ る。
　 とはいえ、サ ンクシ ョンや命令 だけで親の改善意欲 を引 き出すこ とには限界がある。一年 と
い う短い時間のあいだに子 どもに安全 な生活環境 を与 えられるようになるためには、相当の努
力が必要である。実際 にその努力 を支 えるのは、親 と援助者の問の確かな信頼 と協力 関係 であ
る。
　 そこで重要なのが、FCワ ーカーの コ ミュニケー シ ョンの能力 ・対人援助の能力である。親
の状況 を共感的に理解 し、親が現実的に こなす ことので きるサービス ・プランをつ くり、その
実行 を精神的 に支えるとい う関わ りが、法的強制 とい う特殊な環境の もとでの援助であるがゆ
えに、特 に必要になるのであ る。
　 しか し、実際には、担 当す るケースの数が多 いため、ワー カーに時間的な余裕が な く、丁寧
な関わ りがで きないこともあ る。その中で、親 とワー カーの間に不信が生 じ、援助が うまくい
か ない とい う事態 も発生 しがちにな る。 この ような場合 には、何 らかの方法で親 とFCワ ー
カーの意見 を調整 し、援助関係 を再構築す ることが必要 になる。そのための仕組み として、ワ
シュ トナウ郡に限 らずアメリカの多 くの地域 において注 目されているのが、調停である。調停
は、親 とワーカーはもちろん、子 どもを含めて援助に関係のある人々が一堂 に会 し、 コミュニ
ケー ションの専 門的スキルを有す る調停人の支援の下で話 し合 いをす ることによって、親 も十
分に納得で きるサー ビス ・プランを作 り上げるための場 として、広 く利用 される ようになって
いるのである。
　児童保護事件 における調停 は、問題解決のフ ォー ラムにおける当事者の主体的参加を保護す
る という点において、 アメリカの当事者主義的 な司法 システムの基盤の上 に立つ ものである。
13)Mary　Lee　Allen,``A　Guide　to　the　Adoption　Assistance　and　Child　Weifare　Act　of　1980,"Mark　Hardin　ed.,　Foster
　 Ch　ildren　i the　Courts,　Butterworth　Legal　Publishers　(1983),575-611,582-584.
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当事者主義における手続参加の理念が、 イ ンフォーマルで協調的な紛争解決 という実践 的な関
心 と結 びついた ところで、支援 を受 ける親 と子 どもの意見 をきちん と聞 き取 り、それ をワー
カーや関係者の意見 とつ きあわせ なが ら解決の道 を探 る とい う、 アメリカ流 の児童保護調停が
生み出 された と考え られる14)。調停の効果 を巡る議論の中で、親が 自分の気持 ちや意見 を聞い
て もらえた と感 じ、それによって、わが子 にとって何が最善なのか をよ りよ く決定で きるよう
になるとい うことが強調 されていることか らも15)、アメリカの児童保護法制が、当事者である
親の主体性 を尊重 し、それを支 えてい くことに大 きな関心 を払 っているの を見て取ることがで
きる。そ してこの主体的な参加 によつて、裁判所の命令の強制的側面が弱 ま り、そのことが親
の積極的なプラン遵守を もた らす と考 え られるのである16)17)。
　以上見て きた ように、再統合のための努力 を州 と親 に義務づ け、司法 による監督を行いつつ、
当事者の手続参加 を保障す ることによって主体的 ・自発的な問題解決 を導 こうとするアメリカ
の仕組みは、分離後の親子支援の法的枠組み として参考 になる。厳格 なタイム リミッ トの下で
の再統合の困難や、親子支援 に必要な資金の確保な ど、 アメ リカの制度が抱 えている問題点や
課題に も注意 を払 いつつ、その経験 を 日本の制度作 りにどう活か してい くのか、今後更に検討
してい きたい。
　 *本研究は平成18年度科学研究費補助金による研究成果の一・部である。
14)棚瀬孝雄は、職権主義を基調とす る日本の児童保護の制度においては、親は児童相談所や家庭裁判所の
　　「配慮」の対象 とされ、「児相 と親、裁判所 と親という、一方が強い決定権限を持 ったまま二者 間の閉ざ
　　された空間で指導ない し審問が行われる」のに対 し、当事者主義に基づ くアメリカの制度においては、
　　親は、親権制限をめ ぐって福祉機関 と対立する一方当事者 とされ、弁護士の代理 を得て法廷で自己の利
　　益を主張するばか りでなく、調停などのインフォーマルな手続にも 「解決を作 ってい く主体」 として能
　　動的に参加 してい く、と指摘 している。棚瀬孝雄 「児童虐待事件の司法関与　　職権主義と当事者主義
　　の狭間」『法律時報』77巻3号(2005)66　一　71頁、特 に69-70頁。
15)Lエドワーズ(辻 由紀訳)「児童虐待事件における調停」京都大学21世紀COE「現代司法における専門
　　化関与 と市民参加』(2004)143-157頁、特 に157頁。
16)カリフォルニア州ロサンゼルス郡においては、親子が参加する調停での合意に基づいて裁判所の 「ケア
　　受講命令」が出される仕組みになってお り、「命令」 とはいって も、実際には裁判所の強権力を背景 と
　　した強制的拘束としての性格が弱 まったものになっている。そ して調停 による合意の方が、法廷審理の
　　みの命令 よりも遵守率が高い。棚瀬一代 「米国における児童虐待 と家族再統合の試み」『法律時報』77
　　巻3号(2005)91-95頁、特に92-93頁。
17)ただし、親の主体性や任意性 を確保するための制度的な条件が実際に確保されているかどうかは、独立
　　に検討すべ き問題である。すでに子 どもを分離 されているとい う状況の下で、「父母は家に子 どもを呼
　　び戻 したいためや再統合サービスを受 けたいために主張 をその まま認めることをよぎなくされている」
　　という可能性 もある。棚村政行 「児童虐待事件 と調停制度　　ロサ ンゼルスの児童保護調停プログラム
　　を中心に　　」 『ケース研究』236号(1993)13-32頁、特に25-29頁を参照。さらに、ASFAのもとで
　　定め られた再統合のタイムリミッ トが、親への合意圧力 を強めていることにも注意が必要である。
